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日        時 2026年6月24日（水）　14:30 ～ 16:00

香川大学リキャリスキル教学センター 特命准教授

申込方法　
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教育・学修の方法と学修支援サービス

講        師 塚田 亜弥子 氏

概        要
　「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」及び「我が国の『知の総和』向上の未来像」においては、多
様な学習者が個々の目的に応じて柔軟に学べる環境を構築することが日本の知的基盤を底上げするための課題と
されている。また、社会の変化に応じて必要な知識・スキル等を更新する必要があることから、社会人の学び直し（リ
カレント教育・リスキリング）の重要性が述べられている。これらの中央教育審議会での議論のみならず、教育
未来創造会議や政府のいわゆる「骨太の方針」等においても、リスキリングの必要性については取り上げられて
おり、こうした政策的要請は、大学が単なる教育課程の提供にとどまらず、多様なキャリア形成や自己実現を継
続的に支えるプラットフォームとして機能することの重要性をも示唆している。
　このような背景を踏まえ、大学には、従来の若年層を対象とした教育モデルを基盤としつつ、社会人を含めた
多様な年齢層・多様なニーズを持った学生を対象とした教育の実現が求められているが、制度的な受入枠を拡大
するだけではこの要請に対応したとは言えない。重要なのは、社会人学生が学びを完了し、その成果を社会や自
らのキャリアに還元することである。しかしながら、社会人学生には、仕事や家庭との両立に伴う時間的制約、
学問的ブランクへの対応や実務と理論の乖離といった若年層とは異なる学修障壁があることが想定され、社会人
学生の実情に即した支援を行うことがリカレント教育を推進する上で必要不可欠である。また、こうした個別の
ニーズに寄り添う支援を検討することにより、大学は、多様な文化的背景や学習歴を持つ様々な学生に対する支
援を構築する手がかりを得ることにもなる。
　そこで本セミナーでは、リカレント教育を実効的なものとするために大学が提供すべき支援を検討したい。そ
の先駆的な事例として、2024年に「リキャリスキル教学センター」を開設した香川大学の取り組みを紹介する。
同センターは、専任職員が常駐し、大学院に進学を希望する・通っている社会人の支援を行う体制を整備している。
具体的には、進学希望者と指導教員とのマッチング、各学部の専門性に精通した教員を「教学コーディネーター」
として配置することによる、入学前から修了に至る学修・キャリア形成のための支援の実施、学生の交流の促進
などがあり、組織的かつ多様な支援を行っている。こうした事例を通じ、リカレント教育の推進に必要な支援機
能と課題、体制の整備、その中で職員の果たす役割について考える機会としたい。
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